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研究成果の概要（和文）：　本研究では視聴覚メディアの形成過程を理論と実践の二つの側面から調査し、その
機能や役割が歴史的に固定される以前の可能性についての理解を深めた。そして、その理解をパーソナル・ファ
ブリケーションを中心とする技術的・社会環境における芸術表現に応用する方法として、通年の展示（車輪の再
発明プロジェクト，オープン・スペース2015，NTTインターコミュニケーション・センター[ICC]，2015年5月23
日（土）ー2016年3月13日（日））を通じて、4つの技法を提案し、その多様な活用法を一般に示した。さらに、
以上の成果を取りまとめ国内外の学会・研究会の場で発表を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated the formation process of audio/visual 
media from the theoretical, and practical aspects. We deepened the understanding of the possibility 
the media before its historical fixation of function and role. With the understandings, we proposed 
four techniques at a year-round exhibition (reinventing the wheel project, Open Space 2015, NTT 
Intercommunication Center [ICC] , May 23, 2015 - March 13, 2016). During the exhibition, we showed 
various works of using the techniques as ways to apply the understandings to artistic expressions in
 the socio-technical environments after personal fabrication. We published the above results at 
domestic/overseas conferences and research meetings.
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１．研究開始当初の背景 
 
 本申請の代表研究者ら（城、金子）は 2010 年
より、自動作曲装置の古典的作品を再現するプ
ロジェクト「生成音楽ワークショップ」を通じて、音
響テクノロジーを通じた表現の研究を行なってき
た[Kaneko, Jo, Culture&Computing, 2011][金子，
城，情報科学芸術大学院大学紀要 vol.4, 2013]。
そこであらためて確認できたのは歴史的文脈を
ふまえながら過去の装置を再現する実践の意義
である。研究代表者が 2012 年に発表した作品
《紙のレコード》は、こうした生成音楽ワークショッ
プの実践をふまえて製作された[Jo, NIME2013, 
2013]。この作品を使用したワークショップはレコ
ードというテクノロジーの機能や役割を再考する
機会となり、視聴覚メディアの古典的な存在であ
るレコードの歴史をふりかえる試みとなった。 
 一方で、代表研究者が研究分担者（桑久保）
らとともに 2014 年度から行なっていたプロジェク
ト「車輪の再発明」は、視聴覚メディアの排除さ
れた可能性を、特定の作家による作品だけでな
く多様な芸術表現に活用可能な技法という形で
現代につくり出す試みである。ここでは、特にパ
ーソナル・ファブリケーションによってもたらされ
る技術・社会環境を踏まえ、先述のレコードに加
え、RGB 光源を用いた網点プロジェクションや、
写植文字盤を用いた多光源植字という技法を提
案している。これらの成果は、学術論文 [Jo, 
Leonardo Music Journal, MIT Press, 2014]として
だけでなく、ワークショップ[横浜国大, 2013]や
展覧会[マテリアライジング展Ⅱ，東京藝術大学
陳列館，2014]という形で公表されてきた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では視聴覚メディアの形成過程を実践
と理論の二つの側面から調査し、その機能や役
割が歴史的に固定される以前の可能性につい
ての理解を深める。そして、この理解をパーソナ
ル・ファブリケーションを中心とする技術・社会環
境における芸術表現に活用する方法を提案す
る。現在マス・プロダクトとなった視聴覚メディア
の系譜をたどると、発明期にあった多様な可能
性がその時代の文化のなかで次第に限定され、
特定の機能や役割が固定されていく過程を見る
ことができる。そこで、本研究ではこうしたマス・
プロダクションから排除されたメディアの可能性
を、パーソナル・ファブリケーションを通じて「再
発明」しようとする。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、視聴覚メディアの形成過程を理
論的・実践的に調査し、その機能や役割が歴
史的に固定される以前の可能性を、パーソナ
ル・ファブリケーションを中心とする技術的・社
会的環境における芸術表現に活用する方法
を提示し、その理論的な枠組を示す。具体的
な研究項目としては、調査として 1. 視聴覚メ
ディアの形成過程の歴史的調査、2. 過去の

視聴覚メディアに関わる装置の再現、および
提案として、マス・プロダクションから排除され
た視聴覚メディアの可能性を芸術表現に活用
するための 3. パーソナル・ファブリケーション
を踏まえた技法の提案、および 4.視聴覚メデ
ィアの系譜学的実践の理論化、をおこなう。下
図に研究計画の概要を示す。 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 研究初年度は主に調査を中心に、1. 視聴
覚メディアの形成過程の歴史的調査、2. 過
去の視聴覚メディアに関わる装置の再現、を
おこなう。次年度は、3. パーソナル・ファブリ
ケーションを踏まえた技法の提案、4. 視聴覚
メディアの系譜学的実践の理論化、をおこな
い、パーソナル・ファブリケーション以降の芸
術表現に向けた視聴覚メディアの系譜学の構
築を試みる。 
 
４．研究成果 
 
 以下、研究の方法に記述した内容にそって、
研究年度ごとの主な研究成果について述べる。 
 
(1) 平成 27 年度 
 
① 視聴覚メディアの形成過程の歴史的調査

として[金子，2015a]，[金子，2015b]，[中
川，2015]を中心に， 19 世紀以降の視聴
覚メディアに関わる調査研究を行なった．
またこれらの歴史的調査の一部は，音響
文化研究会トークイベント「交差する音の
技 術 と 音 の 文 化 」
（http://soundstudies.jp/）でも紹介されて
いる． 

 
②	 過去の視聴覚メディアに関わる装置の再

現として岐阜サラマンカホールでおこなわ
れたサラマンカホール 電子音響音楽祭
にて《鳴釜神事》として，古典的な音響装
置の再現を行なった． 

 
③	 パーソナル・ファブリケーションを踏 ま え た

技法の提案として NTT インターコミュニケ
ーション・センターでの通年の展示（車輪
の再発明プロジェクト，オープン・スペース
2015，NTT インターコミュニケーション・セ
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ンター[ICC]，2015 年 5 月 23 日（土）—2016
年 9 月 13 日（日））を中心とした展覧会で
の展示を通じて，4 つの技法を提案し，そ
の多様な活用法を一般に示した．また，こ
れらの成果に基づくワークショップを学内
外で実施すると共に，その要素技術を含
め た 研 究 内 容 の 発 表 を 行 な っ た [Jo, 
2015][Ando, Suganuma, Ito, Jo, 2016][城，
2016]． 

 
 その他，次年度に予定していた関連の実
践に関わる作家・研究者 とのシンポジウム
を，前述の展示に関連した研究会という形
式で実施し，その内容を随時一般に公開し
て い る [ 城 ， 金 子 ， 中 川 ， 松 井 ， 畠 中 ，
2015]． 

 
(2) 平成 28 年度 
 
① 視聴覚メディアの形成過程の歴史的調査

として， 共同研究者を中心に, 19 世紀以
降の視聴覚メデ ィアに関わる調査研究を
行なった．その中では特に 1970 年台の日
本における生録および，1980 年台の日本
におけるサウンドアートについて当事者へ
のインタビューを含む歴史的調査をおこな
い，その成果を国内外の学会で発表した
[Kaneko, 2016a] ， [ 金 子 , 2016] ，
[Nakagawa,2016a] 
[Nakagawa,2016b]． 
 

② 過去の視聴覚メディアに関わる装置の再
現として，大学内での授業（九州大学大学
院音楽系メディアアート特論，京都精華大
学ポピュラーカルチャー学部メディア制作
8”インタラクション”)，JST グローバルサイ
エンスキャンパス事業（九州大学未来の生
活を考えるデザインコース），公開講座（九
州大学デジタルファブリケーションとペー
パーコンピューティング）等の場において，
本研究で提案した技法の一つである《紙
のレコード》の製作ワークショップをおこな
った． 

 
③	 パーソナル・ファブリケーションを踏 ま え た

技法の提案として前年度に実施した，NTT
インターコミュニケーション・センターでの
通 年 の 展 示 (車輪の再発明プロジェクト, 
オープン・スペース 2015, NTT インターコ
ミュニケーション・センター[ICC],2015 年 5
月 23 日(土)ー2016 年 9 月 13 日 (日))を
踏まえ，音響学の教育の場におけるツー
ル と し て 技 法 の 提 案 を お こ な っ た [Jo, 
2016c]他，サウンドアートの分野において
関連の作家・作品と対比して，技法の芸術
的な実践としての位置づけを図った[Jo, 
2016a]．さらに技法を提案する過程での技
術的な成果を，広くパーソナル・ファブリケ
ーションに関連する国際会議の場で発表
した[Ando et al, 2016]． 

 
④	 視聴覚メディアの系譜学的実践の理論化

として，以上の実践・理論に関わる成果を
取りまとめ，視聴覚メディアの系譜学的実
践の理論化として，提案した技法の有効
性を考察する[城, 2017]とともに，個別の
事例に関しての調査結果の美学的な理論
化をおこなった[Kaneko, 2016b]． 
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